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論文の要旨及び判定理由 

 

小児の気管支喘息においては、気道炎症をターゲットとした治療法が提唱され、抗炎症薬

が治療の基本となっている。最近では、中枢気道よりも末梢気道の炎症が病態に強く関与す

ると考えられるようになっており、末梢気道の評価を正確に行うことが求められている。そ

こで、著者らは、低侵襲性で、しかも呼吸抵抗を中枢成分・末梢成分にわけて測定すること

が出来るインパルスオシロメトリー法に着目し、正常小児の標準値を作成するために臨床研

究を行った。これまで正常小児の呼吸抵抗の標準値についてはいくつか報告がなされている

が、本邦での調査はなされていなかった。今回の対象者は、喘息・喘鳴の既往がなく、BMI<25

の肥満のない同一地区の小中学生（6-15歳）537名で、全例Jaeger社のマスタースクリーン

-IOSを用いて計測を行い、その結果から標準値を作成した。中枢成分R20・末梢成分R5-R20

ともに身長が高くなると呼吸抵抗が低下した。今回、統計方法としてWHOで推奨されている

LMS法を用いたため、末梢成分の呼吸抵抗R5-R20が、身長150cm付近で傾きを変えていた。こ

れは、従来の報告にある回帰曲線を用いた標準値とは異なる特徴を有しており、よりよい標

準値を算出した。 

今回の研究では、末梢および中枢成分の呼吸抵抗の標準値を示し、これからの小児呼吸器病

学の発展に寄与すると考えられ、博士（医学）の学位に値するものと判定した。   
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最終試験の結果の要旨 

 

・ 小児呼吸器疾患における本研究結果の今後の応用について 

 ・ 小児呼吸器疾患における末梢気道の評価の重要性について 

 

試問し満足すべき解答を得た。 
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